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長崎県議会議員 前田哲也通信 

◎「日本一」順位にこだわらず着実＆大胆な取り組みを 
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中村知事は数値にこだわる。いい例が「県民所得向上」への取り組みで、県民総生産額向上の数

値目標を掲げその必達に向け施策を推進しています。 

 当時から私は「数字のいいとこ取りをすれば目標は達成できる。数値目標の達成が最終目標では

なく、これまでの取り組みにとらわれることなくどれだけ斬新な施策を打ち立てられるか、やる気

になるか、その積み重ねの結果が最終的な数字となり表れるのであり、大事なのはその過程にある

べき」と意見してきていますが、残念ながらその意気込みは伝わってこず、最初の取り組み期間（H25

～27）は、直前まで目標は達成できると議会でも答弁しましたが結果は NO、言い訳の連続でした。 

さて、知事が新たに「日本一を目指す」と公言した「健康寿命の延伸」 

私と同様、マスコミも以下のように同じような懸念を示しています。（本日付 長崎新聞） 

※まえてつ通信はご希望の方、ご支援頂いている方にお送りしています。メール配信（ｶﾗｰＰＤＦ）へ変更ご希望の方はご連絡ください。 

地道な取り組みの中に大胆かつ斬新な取り組みを並行して実施し、そして特に大事なことは現

場（職域、県民）との施策の共有と連携、役割分担の上での思い切った権限の付与にあると思い

ます。 

実は 4 年前にも担当部長が委員会で健康寿命日本一を目指すと答弁されたので「その実現に向

けての行程と手法を示してくれ」と質疑したところ「いやいや気持ちですからそれぐらい気概を

持って頑張りたいという意味です」と答弁を修正。 

その後注視していましたが、これといった目を引く施策は打ち出せていません。 

今回こそ知事の「本気度」に期待します。個人的には 

●各種検診の受診率向上対策 ●歯科口腔ケアの徹底  ●ウオーキング県民運動の展開 

●企業に健康経営の視点導入 ●食生活の改善運動推進 ●地域包括への専門職配置 

にまず力を入れ取り組むよう提案します。 


